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日
本
集
団
災
害
医
学
会

　

２
０
１
５
年
２
月
26
日
か
ら
３
日
間
、「
日
本
集

団
災
害
医
学
会
」
が
東
京
都
立
川
市
で
開
催
さ
れ

た
。
２
つ
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
か
れ
た
学
会
に

は
、
医
師
、
看
護
師
、
そ
れ
に
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
２
０
０
０
名
近
い
人
び
と
が
集

ま
っ
た
。
最
終
日
の
28
日
（
土
曜
日
）、
早
朝
９
時

に
「
医
療
機
関
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
自
治
体
の
災
害
医
療
計

画
」
を
主
題
に
パ
ネ
ル
が
組
ま
れ
た
。
筆
者
は
こ
の

分
科
会
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
が
、
出

席
者
は
お
そ
ら
く
５
、６
名
と
踏
ん
で
い
た
。
そ
れ

が
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
直
ぐ
に
分
か
っ
た
。

朝
９
時
開
始
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
０
０
名
近
い

医
療
関
係
者
が
部
屋
を
埋
め
つ
く
し
た
。
30
分
も

過
ぎ
る
と
立
見
が
出
る
ほ
ど
熱
気
に
あ
ふ
れ
た

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。

　

自
治
体
の
災
害
医
療
と
い
う
マ
イ
ナ
ー
な
主
題

が
、
な
ぜ
、
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
呼
ぶ
の
か
、
会
議

が
終
わ
っ
て
関
係
者
に
こ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

答
え
は
自
治
体
側
に
も
責
任
の
一
端
が
あ
る
「
な
る

ほ
ど
」
と
思
わ
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
大
都
市
を
別

に
す
る
と
、
災
害
医
療
に
基
礎
自
治
体
が
ど
う
か

か
わ
る
か
に
つ
い
て
、
行
政
の
側
で
も
よ
く
分
か
っ

て
い
な
い
。
医
療
機
関
と
基
礎
自
治
体
の
守
備
範

囲
は
、
こ
れ
ま
で
明
確
な
取
り
決
め
の
な
い
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
に
止
ま
っ
て
き
た
。
重
要
で
あ
り
な
が
ら

不
透
明
な
部
分
が
多
い
、
そ
れ
が
災
害
医
療
と
自

治
体
の
関
係
で
あ
る
。

　

今
回
、
災
害
医
療
と
自
治
体
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

多
数
の
医
療
関
係
者
が
集
ま
っ
た
の
は
、
そ
の

た
め
で
あ
る
。
医
療
関
係
者
は
今
、
基
礎
自
治
体

と
の
関
係
に
悩
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
解
決
す
る
糸

口
を
探
そ
う
と
し
て
い
る
。
首
長
は
そ
う
し
た
医

療
関
係
者
の
不
安
に
答
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。

都
道
府
県
と
災
害
医
療

　

災
害
医
療
の
研
究
者
が
自
治
体
と
い
う
時
、
ほ

と
ん
ど
が
都
道
府
県
か
政
令
市
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
東
京
都
の
特
別
区
を
指
し
て
い
る
。
医
療
関
係

者
の
間
で
は
、
基
礎
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
視
野
に

入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
日
本
の

災
害
医
療
は
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
を
中
心
に
し
て

き
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
１
９
９
６
年

（
平
成
８
年
）、
当
時
の
厚
生
省
は
各
県
に
災
害
拠

点
病
院
を
置
く
制
度
を
始
め
た
。
災
害
拠
点
病
院

は
、
24
時
間
体
制
で
災
害
に
よ
る
負
傷
者
に
対
応

す
る
医
療
施
設
で
あ
る
。
重
症
疾
病
者
の
受
け
入

れ
を
は
じ
め
、
患
者
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
搬
送

な
ど
が
、
こ
の
施
設
の
主
要
職
務
に
な
る
。

　

災
害
拠
点
病
院
の
中
に
、「
基
幹
災
害
拠
点
病
院
」

と
呼
ば
れ
る
施
設
が
あ
る
。
こ
れ
は
各
県
に
少

な
く
と
も
一
つ
設
置
さ
れ
る
決
ま
り
で
あ
る
が
、

２
０
１
５
年
現
在
、
全
国
に
合
わ
せ
て
59
病
院
が

そ
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、
各
県

を
い
く
つ
か
の
地
域
に
細
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
設
置
さ
れ
る
「
地
域
災
害
拠
点
病
院
」
と
い

う
施
設
も
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
医
療
機
関
は
、
基

幹
病
院
が
県
内
部
に
広
が
る
地
域
災
害
拠
点
病
院

災
害
医
療
と
自
治
体
の
対
応

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　
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章
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の
質
向
上
を
目
的
に
訓
練
や
研
修
を
行
う
と
い
う

関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
域
災
害
拠
点
病
院

は
、
２
０
１
５
年
現
在
、
全
国
総
計
で
５
７
９
施

設
に
及
ぶ
。

　

そ
の
よ
う
に
、
災
害
医
療
は
こ
れ
ま
で
県
を
単

位
に
し
て
き
た
。
最
近
、
注
目
を
集
め
る
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
（
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
）
も
そ
う
で
あ
る
。
こ

れ
も
県
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
県
単
位
に
組
織
化

さ
れ
た
医
療
班
が
発
災
と
同
時
に
救
急
と
救
命
を

目
的
に
出
動
す
る
。
現
地
で
の
作
業
は
、
機
材
の

携
帯
を
最
小
に
す
る
た
め
48
時
間
が
限
度
と
い
う

の
が
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
基
本
想
定
で
あ
る
。

　

県
や
政
令
市
に
は
「
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
職
制
も
あ
る
。
こ
の
制
度
で
は
、

県
や
政
令
市
が
医
療
専
門
家
を
数
名
、
指
名
す
る
。

指
名
さ
れ
た
専
門
家
は
、
不
測
事
態
が
発
生
す
る

と
、
災
害
拠
点
病
院
や
赤
十
字
社
、
そ
れ
に
医
師

会
や
薬
剤
士
会
な
ど
の
医
療
機
関
と
連
絡
を
と
り
、

組
織
間
の
調
整
を
図
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

基
礎
自
治
体
と
災
害
医
療

　

東
京
都
は
も
と
よ
り
多
数
の
県
で
は
既
に
、
大

規
模
な
災
害
に
備
え
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
て
い
る
。
政
令
市
で
も
災
害
医
療
に
つ

い
て
具
体
的
対
策
を
制
定
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
基
礎
自
治
体
に
な
る
と
そ
う
は
い
か

な
い
。
心
も
と
な
い
状
況
と
い
う
の
が
実
相
で
あ

る
。
基
礎
自
治
体
は
地
域
防
災
計
画
を
作
る
責
任

が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
防
災
計
画
に
災
害
医
療
を

刷
り
込
む
自
治
体
は
皆
無
で
あ
る
。
中
に
は
、
防

災
計
画
に
災
害
医
療
は
重
要
と
書
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
中
身
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

通
例
で
あ
る
。

　

医
療
行
為
に
は
特
別
の
知
識
と
技
術
が
必
要
と

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
基
礎
自
治
体
の

ほ
と
ん
ど
は
、
災
害
医
療
は
自
治
体
と
は
関
係
の

薄
い
別
物
と
見
て
い
る
。
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、

災
害
医
療
へ
の
対
策
は
自
助
で
は
な
く
他
力
依
存

と
い
う
の
が
、
大
方
の
自
治
体
の
現
状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
幾
分
で
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
災
害
医
療
に
関
し
て
も
、
自
治
体
は
自
助

を
原
則
と
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
。

　

こ
の
先
、
中
小
の
基
礎
自
治
体
は
災
害
医
療
を

時
間
軸
で
考
え
る
ク
セ
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
発
災
直
後
の
超
急
性
期
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
主

役
に
な
る
。
続
く
急
性
期
は
、
地
域
災
害
拠
点
病

院
の
他
、
赤
十
字
社
な
ど
各
種
の
医
療
機
関
が
重

傷
者
の
対
応
に
当
た
る
。
そ
の
後
、
災
害
医
療
の

焦
点
は
避
難
所
な
ど
に
移
行
す
る
。
こ
の
移
行
期

か
ら
自
治
体
の
役
割
が
始
ま
る
。
地
元
の
医
師
会

や
歯
科
医
師
会
、
そ
れ
に
薬
剤
師
会
な
ど
各
種
の

医
療
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
感
染
症
や
食
中
毒

な
ど
公
衆
衛
生
に
か
か
わ
る
問
題
の
処
理
に
当
た

る
の
が
自
治
体
の
責
任
に
な
る
。
東
日
本
大
震
災

で
は
、
自
治
体
の
中
で
一
度
に
押
し
寄
せ
る
医
療

機
関
と
の
役
割
調
整
に
困
っ
た
と
い
う
報
告
が
出

て
い
る
。
県
レ
ベ
ル
と
同
様
、
自
治
体
で
も
各
種

の
医
療
機
関
の
調
整
を
進
め
る
、「
地
域
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
新
設
す
べ
き
で
あ
る
。

　

移
行
期
が
過
ぎ
る
と
平
常
期
に
入
る
が
、
こ
の

段
階
で
自
治
体
が
直
面
す
る
課
題
は
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、

既
に
い
く
つ
か
の
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
自
治
体
に
新
し
く

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
大
規
模
災
害
に
よ
る
惨
事
ス
ト
レ
ス

が
危き

ぐ惧
さ
れ
る
自
治
体
に
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

支
援
専
門
員
」
を
派
遣
す
る
事
業
も
始
め
る
（
地
方

公
務
員
安
全
衛
生
推
進
協
会
所
管
事
業
）。
首
長
が

そ
う
し
た
補
助
事
業
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
治
体
の
危
機
管
理
は
中
身
を
大
き

く
充
実
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
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